
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 一般町民調査結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



Ⅲ 一般町民調査結果 

１２３ 

 

 

１ 基本属性 

（１）居住する地区 

問１ お住まいの地区はどちらですか 

（○はひとつだけ） 

 

居住地区は、「一色」「長柄」が各 32.7％、「堀内」が 21.3％、他の地区は１～７％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）性別 

問２ 性別はどちらですか 

（○はひとつだけ） 

 

性別は、「男性」が 39.3％、「女性」が 59.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

木古庭

上山口

下山口

一色

堀内

長柄

無回答

1.3 

3.3 

7.3 

32.7 

21.3 

32.7 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40%n= 150

男性

女性

回答しない

無回答

39.3 

59.3 

0.7 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１２４ 

 

（３）年齢 

問３ 年齢はおいくつですか 

（○はひとつだけ） 

 

年齢は、「65～74 歳」が 20.7％で最も高く、「50～59 歳」「75 歳以上」が各 19.3％、「40～

49 歳」が 16.0％、「60～64 歳」が 10.7％、18～39 歳はそれぞれ１割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～74歳

75歳以上

無回答

2.0 

4.0 

6.7 

16.0 

19.3 

10.7 

20.7 

19.3 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１２５ 

 

２ 障害のある人との関わりについて 

（１）身近な障害のある人の存在 

問４ まわりに障害のある人はいらっしゃいますか 

（○はひとつだけ） 

 

まわりに障害のある人が「いる」と回答した人は 28.7％、「いない」は 68.7％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）身近な障害のある人との間柄 

問５ まわりにいる障害のある人はどなたですか 

（○はいくつでも） 

 

まわりにいる障害のある人は、「友人・知人」が 30.2％で最も高く、次いで「近所の人」が

23.3％、「父母」が 20.9％、「その他親族」が 16.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる

いない

無回答

28.7 

68.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150

友人・知人

近所の人

父母（いずれか一方の場合も含む）

その他親族

兄弟姉妹

祖父母（いずれか一方の場合も含む）

子

夫または妻（パートナー含む）

孫

同僚

その他

無回答

30.2 

23.3 

20.9 

16.3 

9.3 

7.0 

7.0 

4.7 

4.7 

2.3 

11.6 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%n= 43



Ⅲ 一般町民調査結果 

１２６ 

 

（３）障害のある人との交流の機会 

問６ これまでに障害のある人と交流を持つ機会がありましたか 

（○はひとつだけ） 

 

これまで障害のある人との交流を持つ機会が「あった」と回答した人が 46.7％、「なかった」と  

回答した人が 45.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）障害のある人との交流の種類 

問７ これまでにどのような交流の機会がありましたか 

（○はいくつでも） 

 

これまでに障害のある人と交流した機会としては、「学校で一緒に活動したことがある」が

38.6％で最も高く、次いで「同じ職場で働いたことがある」（31.4％）、「その他」（25.7％）、「行事

やイベントの際に交流したことがある」（20.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あった

なかった

無回答

46.7 

45.3 

8.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150

学校で一緒に活動したことがある

同じ職場で働いたことがある

行事やイベントの際に交流したことがある

ボランティア活動を通じて交流したことがある

地域活動などに一緒に参加したことがある

その他

無回答

38.6 

31.4 

20.0 

18.6 

10.0 

25.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%n= 70



Ⅲ 一般町民調査結果 

１２７ 

 

（５）障害のある人への手伝い・支援の経験 

問８ これまでに 1回でも、障害のある人に何らかのお手伝いや支援をしたことが 

ありましたか 

（○はひとつだけ） 
 

これまでに障害のある人に何らかの手伝いや支援をしたことが「あった」と回答した人は 44.0％、

「なかった」と回答した人は 48.0％とそれぞれ４割台となっています。 

 

 

 

 

 

 
 

（６）障害のある人への手伝い・支援の種類 

問９ どのようなお手伝いや支援を行いましたか 

（○はいくつでも） 
 

これまでにどのような手伝いや支援を行ったかを聞いたところ、「荷物を代わりに持つ」「階段の

昇り降りの手助け」「見守りや声かけ」が各 36.4％で最も高く、次いで「道路を横断する手助け」

（34.8％）、「一緒に遊んだり出かけたりする」（31.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あった

なかった

無回答

44.0 

48.0 

8.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150

荷物を代わりに持つ

階段の昇り降りの手助け

見守りや声かけ

道路を横断する手助け

一緒に遊んだり出かけたりする

相談を受けたり、話し相手になる

外出のときの介助

自宅で家事や手伝いをする

買い物などの用事を済ませる

書類を読んだり、代わりに書く

電話を代わりにかける

災害時に避難の手助けをする

その他

無回答

36.4 

36.4 

36.4 

34.8 

31.8 

24.2 

18.2 

9.1 

7.6 

7.6 

1.5 

0.0 

13.6 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40%n= 66



Ⅲ 一般町民調査結果 

１２８ 

 

（７）今後の障害のある人への支援の意向について 

問 10 あなたは、今後、障害のある人に対して、積極的にお手伝いや支援をして 

いきたいと思いますか 

（○はひとつだけ） 

 

今後、障害のある人に対しては、「今まで以上に積極的に関わりを持ち、お手伝いや支援をし

ていきたい」は 4.0％に留まりますが、「障害のある人と接する機会があれば、お手伝いや支援を

していきたい」は 7 割以上の回答を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

（８）障害のある人への支援に積極的になれない理由 

問 11 障害のある人への支援に積極的になれない理由はどのようなことですか 

（○はいくつでも） 

 

障害のある人への支援に積極的になれない理由としては、「専門の人や関係者にまかせたほ

うがよいと思うから」（55.0％）、「障害のことがわからない（どう接してよいかわからない）」「障害の

ある人をサポートする自信がない」（各 40.0％）の回答の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

専門の人や関係者にまかせたほうがよいと思うから

障害のことがわからない（どう接してよいかわからない）

障害のある方をサポートする自信がない

関心がない

関わりを持ちたくない

その他

無回答

55.0 

40.0 

40.0 

5.0 

5.0 

10.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 20

障害のある方と接する機会があれば、お手伝いや支援をしていきたい

できるだけ関わりを持たず、お手伝いや支援は専門機関等に任せたい

今まで以上に積極的に関わりを持ち、お手伝いや支援をしていきたい

無回答

74.7 

13.3 

4.0 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１２９ 

 

（９）障害のある人への支援に関心がない理由 

問 12 障害のある人への支援に関心がない理由はどのようなことですか 

（自由記述） 

 

回答数…１件 

・介護の世話にならず今のところ一人でやっています。「障害者の世話をする余力がない」が全

てです。 

 

 

（10）相互の理解・交流の促進のために大切なこと 

問 13 今後、障害のある人とない人が互いに理解を深め、交流を図り、地域共生 

社会を実現するためにどのようなことが大切だと思いますか 

（○はいくつでも） 

 

今後、障害のある人とない人が相互理解を深め、交流を図り、地域共生社会を実現するには

どんなことが大切と思うかについては、「子どもの頃からの交流機会の確保」と回答した人が

70.0％で最も高く、次いで「障害の有無に関わらず参加できる行事・イベントの開催」（46.0％）、

「学校における特別支援教育の推進（障害児教育）」（44.0％）、「障害者の地域生活の推進」

「障害者の一般就労の推進」（各 42.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの頃からの交流機会の確保

障害の有無に関わらず参加できる行事・イベントの開催

学校における特別支援教育の推進（障害児教育）

障害者の地域生活の推進

障害者の一般就労の推進

ボランティア活動の促進

障害理解のための広報・啓発活動

その他

無回答

70.0 

46.0 

44.0 

42.7 

42.7 

38.7 

36.7 

4.0 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３０ 

 

３ ボランティア活動について 

（１）障害のある人に関わるボランティア活動への関心 

問 14 障害のある人に関わるボランティア活動に関心はありますか 

（○はひとつだけ） 

 

障害のある人に関わるボランティア活動への関心については、すでに活動に参加している人、

まだ参加されていない人を合計した“関心がある”は 50.7％となっています。 

関心がある層が半数を占める一方で、46.0％の人が「ない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）これまでに参加したことのある活動 

問 15 これまでに参加したことがある活動はどのようなことですか 

（○はいくつでも） 

 

これまでに参加したことがある活動は、「福祉事業所などでの手伝い」が 55.6％、「行事・イベ

ントなどの手伝い」が 44.4％、「遊びや趣味の活動」が 22.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある（すでに活動に参加している）

ある（まだ具体的な活動に参加したことはない）

ない

無回答

6.0 

44.7 

46.0 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150

福祉事業所などでの手伝い

行事・イベントなどの手伝い

遊びや趣味の活動

外出の介助

募金活動の手伝い

専門的な支援（点訳・手話通訳など）

学習支援

日常生活の支援

その他

無回答

55.6 

44.4 

22.2 

11.1 

11.1 

11.1 

11.1 

0.0 

0.0 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 9



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３１ 

 

（３）ボランティア活動に参加してみて困ったこと 

問 16 実際にボランティア活動に参加してみて、困ったことはありましたか 

（○はいくつでも） 

ボランティアに参加してみて困ったことについては、それぞれ 22.2％の人が「障害のある人とあ

まり関わったことがなかったので緊張した」「相手とコミュニケーションを取るのが難しかった」「相

手が何を必要としているのかよくわからなかった」「相手の役に立つ支援が十分できなかった」と

回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）今後のボランティア活動への参加意向 

問 17 すでに参加している活動も含め、今後、どのようなボランティア活動に 

参加したいと思いますか 

（○はいくつでも） 

今後ボランティア活動への参加意向については、「行事・イベントなどの手伝い」が 55.3％で最

も高く、次いで「福祉事業所などの手伝い」（36.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害者とあまり関わったことがなかったので緊張した

相手とコミュニケーションを取るのが難しかった

相手が何を必要としているのかよくわからなかった

相手の役に立つ支援が十分できなかった

具体的な支援の方法や注意点がよくわからなかった

自分が体力的にきつかった

その他

特に困ったことはない

無回答

22.2 

22.2 

22.2 

22.2 

11.1 

11.1 

22.2 

22.2 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40%n= 9

行事・イベントなどの手伝い

福祉事業所などでの手伝い

日常生活の支援

遊びや趣味の活動

外出の介助

学習支援

募金活動の手伝い

専門的な支援（点訳・手話通訳など）

その他

無回答

55.3 

36.8 

26.3 

26.3 

19.7 

15.8 

14.5 

5.3 

0.0 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 76



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３２ 

 

（５）ボランティア活動に参加するために必要なこと 

問 18 ボランティア活動に参加するために必要と思えることは何ですか 

（○はいくつでも） 

 

ボランティア活動に参加するために必要なこととしては、「体験ボランティアなど、かかわってみ

ることのできる機会」が 67.1％と最も高く、次いで「ボランティアに関する情報サービス」（48.7％）、

「ボランティアに関する講習会」（42.1％）、「ボランティア団体による情報提供」（36.8％）となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（６）障害のある人に関わるボランティア活動への関心がない理由 

問 19 障害のある人に関わるボランティア活動に関心がない理由はどのような 

ことですか 

（○はいくつでも） 

 

障害のある人に関わるボランティア活動に関心がない理由としては、「自分にできるかどうかわ

からないから」と回答した人が 40.6％で最も高く、次いで「忙しくて参加する時間がないから」が

31.9％、「健康・体力面で活動が難しいから」が 30.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

体験ボランティアなど、かかわってみることのできる機会

ボランティアに関する情報サービス

ボランティアに関する講習会

ボランティア団体による情報提供

ボランティアに関連したイベントの開催

企業等によるボランティア休暇制度

その他

無回答

67.1 

48.7 

42.1 

36.8 

31.6 

19.7 

1.3 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%n=76

自分にできるかどうかわからないから

忙しくて参加する時間がないから

健康・体力面で活動が難しいから

どのようなボランティア活動があるのか知らないから

これまで一度も考えたことがないから

障害のある方のことがよくわからないから

その他

無回答

40.6 

31.9 

30.4 

18.8 

18.8 

15.9 

7.2 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 69



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３３ 

 

４ 障害のある子どもの教育について 

（１）発達障害の認知状況 

問 20-① 障害のある子どもに関わる次のような言葉を知っていましたか ①発達障害 

（○はひとつだけ） 

 

障害のある子どもの教育に関わる言葉の周知状況をみると、①発達障害については「内容を

知っていた」と回答した人が 48.7％、「聞いたことはある」とした人が 44.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特別支援教育の認知状況 

問20-② 障害のある子どもに関わる次のような言葉を知っていましたか ②特別支援教育 

（○はひとつだけ） 

 

障害のある子どもに関する言葉の周知状況をみると、②特別支援教育については「聞いたこと

はある」と回答した人が 53.3％と最も高く、「内容を知っていた」と回答した人は 28.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容を知っていた

聞いたことはある

知らなかった

無回答

48.7 

44.7 

5.3 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150

内容を知っていた

聞いたことはある

知らなかった

無回答

28.7 

53.3 

16.7 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３４ 

 

（３）障害のある子どもの学びの場について 

問 21 障害のある子どもの学びの場についてどのように思いますか 

（○はひとつだけ） 

障害の学びの場については、「学校選択については、保護者や子ども自身の意思を尊重する

べきだ」と回答した人が 46.7％と最も高く、次いで「地域の学校で特別支援学級（旧特殊学級）

に通うのがよい」（22.0％）、「地域の学校で普通学級に通うのがよい」（8.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）障害のある子どもの健全な育成のために必要な取り組み 

問 22 障害のある子どもの健全な育成のために、今後どのような取り組みが 

必要だと思いますか 

（○はいくつでも） 

障害のある子どもの健全な育成のために必要な取り組みについては、「障害の早期発見・早

期支援」が 66.7％と最も高く、次いで「障害のある子どもに対する地域や社会の理解促進」

（62.0％）、「学校卒業後の社会生活に役立つ教育」（55.3％）、「障害のない子どもとの交流機

会の拡大」（52.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害の早期発見・早期支援

障害のある子どもに対する地域や社会の理解促進

学校卒業後の社会生活に役立つ教育

障害のない子どもとの交流機会の拡大

障害を軽減するための訓練・リハビリ

普通学校での障害児支援の充実

学校・教育施設のバリアフリー化

特別支援学校での教育・支援の充実

障害児支援ボランティアの育成

その他

無回答

66.7 

62.0 

55.3 

52.0 

46.0 

44.0 

42.7 

39.3 

25.3 

4.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150

学校選択については、保護者や子ども自身の意思を尊重するべきだ

地域の学校で特別支援学級（旧特殊学級）に通うのがよい

地域の学校で普通学級に通うのがよい

特別支援学校（旧養護学校など）に通うのがよい

わからない

無回答

46.7 

22.0 

8.0 

7.3 

11.3 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３５ 

 

５ 障害のある人の就労について 

（１）法定雇用率の認知状況 

問 23-① 障害のある人の就労に関わる次のような言葉を知っていましたか 

①法定雇用率 

（○はひとつだけ） 

 

障害のある人の就労に関わる言葉の周知状況をみると、①法定雇用率については「内容を知

っていた」と回答した人が 44.0％と最も高く、次いで「聞いたことはある」（34.7％）、「知らなかった」

（19.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ジョブコーチの認知状況 

問 23-② 障害のある人の就労に関わる次のような言葉を知っていましたか 

②ジョブコーチ（職場適応援助者） 

（○はひとつだけ） 

 

障害のある人の就労に関わる言葉の周知状況をみると、②ジョブコーチ（職場適応援助者）に

ついては、「内容を知っていた」と回答した人は 8.0％に留まり、「知らなかった」は 67.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容を知っていた

聞いたことはある

知らなかった

無回答

44.0 

34.7 

19.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150

内容を知っていた

聞いたことはある

知らなかった

無回答

8.0 

21.3 

67.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３６ 

 

（３）障害のある人の企業等での就労のために必要な取り組み 

問 24 より多くの障害のある人が企業などで働くために、今後どのような取り組みが 

必要だと思いますか 

（○はいくつでも） 

 

より多くの障害のある人が企業などで働くために、今後必要と思う取り組みについては、「障害

特性に合った職業・雇用の拡大」と回答した人が 65.3％と最も高く、次いで「雇用主に対する障

害理解の促進」（64.7％）、「地域や社会の障害理解の促進」（62.0％）、「障害のある人が働く

能力を身につけるための職業訓練」（56.7％）、「上司や同僚などに対する障害理解の促進」

（52.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障害特性に合った職業・雇用の拡大

雇用主に対する障害理解の促進

地域や社会の障害理解の促進

障害者が働く能力を身につけるための職業訓練

上司や同僚などに対する障害理解の促進

職場に定着するための支援（ジョブコーチなど）

障害者を多く雇用する企業への支援・優遇

職場環境のバリアフリー化

法定雇用率の適用の強化

その他

無回答

65.3 

64.7 

62.0 

56.7 

52.7 

42.7 

42.0 

41.3 

22.7 

0.7 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３７ 

 

６ 障害福祉に対する意識について 

（１）障害福祉に関わる言葉の認知状況 

問 25 障害福祉に関わる次のような言葉を知っていましたか 

（○はいくつでも） 

 

障害福祉に関わる言葉の認知状況については、「補助犬・盲導犬・介助犬」と回答した人が

90.7％で最も高く、次いで「発達障害」が 90.0％、「バリアフリー」が 86.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補助犬・盲導犬・介助犬

発達障害

バリアフリー

ユニバーサルデザイン

高次脳機能障害

障害者基本法

ともしび運動

福祉のまちづくり条例

ノーマライゼーション

国際障害者年

障害者総合支援法

インクルーシブ教育

ソーシャル・インクルージョン

障害者プラン

国連・障害者の10年

無回答

90.7 

90.0 

86.0 

48.7 

29.3 

28.7 

23.3 

21.3 

20.0 

17.3 

10.7 

8.0 

6.0 

4.7 

4.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３８ 

 

（２）障害福祉に関わる言葉を知った媒体 

問 26 何を通じてその言葉を知ったり、聞いたりしましたか 

（○はいくつでも） 

 

障害福祉に関わる言葉を知ったり、聞いたのは、「テレビや新聞」が 76.7％で最も高く、次いで

「書籍・雑誌」（38.7％）、「インターネット・SNS」（35.3％）、「広報葉山」（14.0％）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）成年後見制度の認知状況 

問 27 成年後見制度についてご存じですか 

（○はひとつだけ） 

 

成年後見制度の認知状況については、「名前も内容も知っている」と回答した人が 39.3％と最

も高くなっています。「名前を聞いたことがあるが、内容は知らない」（36.7％）と「名前も内容も知

らない」（18.0％）を合わせた“内容を知らない”は 54.7％となり、「知っている」を上回る結果と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

  

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない

無回答

39.3 

36.7 

18.0 

6.0 

0% 10% 20% 30% 40%n= 150

テレビや新聞

書籍・雑誌

インターネット・SNS

広報葉山

福祉関係のイベント

障害者団体などの活動

県のたより

その他

無回答

76.7 

38.7 

35.3 

14.0 

6.0 

4.7 

3.3 

14.7 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１３９ 

 

（４）障害者差別解消法の認知状況 

問 28 あなたは「障害者差別解消法」についてご存じですか 

（○はひとつだけ） 

 

障害者差別解消法の認知状況については、「名前も内容も知っている」と回答した人が 2.0％

となっています。「名前を聞いたことがあるが、内容は知らない」（22.7％）と「名前も内容も知らな

い」（70.0％）を合わせた９割以上の人が“知らない”という結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）合理的配慮の認知状況 

問 29 あなたは障害者差別解消法で求められる「合理的配慮」についてご存じですか 

（○はひとつだけ） 

 

前問の法律で求められる「合理的配慮」の認知状況については、「名前も内容も知っている」と

回答した人は 2.0％となっています。「名前を聞いたことがあるが、内容は知らない」（14.7％）、

「名前も内容も知らない」（78.0％）と、障害者差別解消法の認知状況と同様の割合となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない

無回答

2.0 

22.7 

70.0 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない

無回答

2.0 

14.7 

78.0 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１４０ 

 

（６）障害を理由とした差別について 

問 30-① 周囲には、障害を理由とした差別があると思いますか  

（○は各項目ひとつだけ） 

 

周囲に障害が理由の差別があると思うかについて、①教育・保育機関や②職場では差別が

「かなりあると思う」との回答が２割を超え、「少しはあると思う」との回答を合わせると、６割以上の

人が“あると思う”と回答しています。 

その他“あると思う”と回答した人は、③地域社会は 48.6％、④サークル活動・⑤葉山町全

体は各 36.7％、となっています。 

一方で、③～⑤では、「あまりないと思う」と回答された人も２割を超えています。 

 

①教育・保育機関での差別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②職場での差別 

 

 

 

 

 

  

かなりあると思う

少しはあると思う

あまりないと思う

まったくないと思う

わからない

無回答

21.3 

45.3 

10.7 

0.0 

15.3 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150

かなりあると思う

少しはあると思う

あまりないと思う

まったくないと思う

わからない

無回答

20.0 

44.0 

8.0 

2.0 

19.3 

6.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１４１ 

 

③地域社会での差別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④サークル活動での差別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤葉山町全域での差別 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

かなりあると思う

少しはあると思う

あまりないと思う

まったくないと思う

わからない

無回答

11.3 

37.3 

25.3 

3.3 

16.0 

6.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150

かなりあると思う

少しはあると思う

あまりないと思う

まったくないと思う

わからない

無回答

4.0 

32.7 

24.7 

0.7 

32.0 

6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150

かなりあると思う

少しはあると思う

あまりないと思う

まったくないと思う

わからない

無回答

6.0 

30.7 

27.3 

1.3 

28.7 

6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１４２ 

 

（７）ともに同じ社会で活動していくために大切なこと 

問 31 今後、より一層、障害に対する理解を深め、障害の有無にかかわらず 

ともに同じ社会の中で活動していくためには、どのようなことが 

大切だと思いますか 

（○はいくつでも） 

 

障害に対する理解をより一層深め、ともに同じ社会で活動するために大切だと思うことについて

は、「すべての人が子どもの頃から障害についての理解を深めること」と回答した人が 73.3％と最

も高くなっています。 

次いで「障害のある人が普通に地域社会の中で暮らせること」（66.0％）、「障害のある子ども

が普通に幼稚園・保育所（園）・学校等に通えること」「障害のある人が自由に外出できるまちづく

りを進めること」（各 55.3％）、「障害のある人が普通に企業などの職場で働けること」（50.7％）と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

すべての人が子どもの頃から障害についての理解を深めること

障害のある人が普通に地域社会の中で暮らせること

障害のある子どもが普通に幼稚園・保育所(園)・学校等に通えること

障害のある人が自由に外出できるまちづくりを進めること

障害のある人が普通に企業などの職場で働けること

障害のある人が地域や社会の活動に積極的に参加できるようにすること

すべての人が障害のある人と日常的に交流できること

すべての人が障害のある人の支援の仕方について学ぶこと

その他

無回答

73.3 

66.0 

55.3 

55.3 

50.7 

48.0 

41.3 

40.7 

3.3 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150



Ⅲ 一般町民調査結果 

１４３ 

 

７ 障害者施策について 

（１）葉山町の暮らしやすさ 

問 32 総合的にみて、現在の葉山町は障害のある人にとって暮らしやすいまち 

だと思われますか 

（○はひとつだけ） 

 

総合的にみて、現在の葉山町は障害のある人にとって暮らしやすいと思うかについては、全体

に関して、「どちらともいえない」と回答した人が 50.7％と半数を占め、「暮らしやすい」と「どちらか

というと暮らしやすい」を合わせた“暮らしやすい”と回答した人は、令和２年度調査では21.3％、

平成 26 年度調査では 17.0％となっており、比較すると 4.3 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

暮らしやすい

どちらかというと暮らしやすい

どちらともいえない

どちらかというと暮らしにくい

暮らしにくい

無回答

6.0%

15.3%

50.7%

16.7%

3.3%

8.0%

2.8%

14.2%

55.7%

18.9%

5.7%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

令和２年度調査

（n= 150）

平成26年度調査

（n= 106）



Ⅲ 一般町民調査結果 

１４４ 

（２）障害者施策の充実のために重要な取り組み

問 33 今後、障害者施策の充実を図る上で、重要と思われる取り組みは 

どのようなことだと思いますか 

（○はいくつでも）

障害者施策の充実のために重要と思う取り組みについては、「バリアフリー」と回答した人が

62.0％と最も高く、次いで「能力に応じた職業訓練の充実」が 54.0％、「障害者の安心の確保」

（44.7％）、「相談体制の充実」（43.3％）となっています。 

「財産管理の援助、成年後見制度等の充実」（22.7％）を除くすべての項目で、３割を超える

回答が寄せられています。 

バリアフリー（道路の段差の解消、リフト付きバスの導入等）

能力に応じた職業訓練の充実

障害者の安心の確保（防災、防犯、消費者保護対策の充実）

相談体制の充実（生活相談、療育相談、職業相談の充実等）

在宅での障害者福祉サービスの充実

障害者のための入所・通所施設の整備

障害に対する地域の人の理解を深める活動
（福祉教育の充実等）の充実

障害者のための住まいの確保（障害者向け住宅の整備、
グループホームの整備、住宅改造の資金援助等）

保健医療体制の充実

地域での活動や余暇活動への参加のための仕組みづくり
（施設の充実、情報の提供、移動の支援等）

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当の拡充等）

療育・保育・教育の質の向上

一般企業以外での就労の場（地域作業所等）の充実

ボランティアの育成

財産管理の援助、成年後見制度等の充実

その他

無回答

62.0 

54.0 

44.7 

43.3 

41.3 

41.3 

40.7 

39.3 

34.7 

34.7 

34.7 

32.0 

32.0 

30.0 

22.7 

1.3 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80%n= 150




